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症例は35歳男性.左精巣腫瘍で当科紹介,右精巣も軽
度腫大あり,触診,エコーで両側精巣腫瘍と診断した.
CT,MRI,骨シンチグラフィーでcT2N0MS1 Stage?の
診断となった.両側高位精巣摘除術を施行し,病理結果
は両側ともseminomaの診断であった.両側精巣腫瘍は
比較的稀な疾患であり,精巣腫瘍の約1.6％といわれて
いる.同時性は異時性よりも少なく1％未満とも言われ
る.病理所見では同一組織型が多く,seminomaが最多で
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